
平成 29年度の事業報告書 

 

平成 29年 6月 1日から平成 30年 5月 31日まで 

 

特定非営利活動法人ひととひと 

 

 

１ 事業の成果 

 

・各種補助金、助成金を活用しながら以下の事業を行った。 

・前年度の事業の見直しを行いながら、組織体制の整備を行った。法人パンフレットなども制作

し、次年度に向けての基盤を整えることができた。 

 

２ 事業の実施に関する事項 

 

（１）特定非営利活動に係る事業 

① 青少年の社会教育及び学習支援事業 

事業名 こどもシゴト塾（プログラミング講座） 

実施概要 

(A)当該事業の実施日時 

(B)当該事業の実施場所 

(C)従事者の人数 

(A)2018 年 6 月から 2019 年３月 計 23 回開催 

(B)京都西院コミュニティースペースひとのば 

(C)２名 

＊京都府地域力再生プロジェクト支援事業 

成果 

(D)受益対象者の範囲 

(E)人数 

(D)右京市内の小中学生 

(E)のべ 39 名 

Scratch というプログラミング言語を用いて、自由に制作を行う講座を年間通じて

開催した。基本的な仕組みを体験授業で指導を行い、その後は生徒自身が調べなが

らゲームなどの制作を行った。継続して講座を開催することで、工夫をしたり、人

の作品を参考にしたりするなどの様子が見えてきました。考え方の幅を広げ、論理

的に考えながら制作を進める力を育むことができた講座になりました。 

 



事業名 こどもシゴト塾（親子向けワークショップ） 

実施概要 

(A)当該事業の実施日時 

(B)当該事業の実施場所 

(C)従事者の人数 

(A)2018 年 8 月 10 日・8 月 18 日・3 月 27 日・3 月 29 日の 4 日間 7 講座 

(B)京都西院コミュニティースペースひとのば 

(C)6 名 

＊京都府地域力再生プロジェクト支援事業 

成果 

(D)受益対象者の範囲 

(E)人数 

(D)京都市内、関西近郊の小中学生及び保護者 

(E)のべ 39 名 

親子向けで、以下の４種の講座を開催した。色を楽しむアートワーク講座、発想力

を拡げるマインドマップ講座、心理学的な学びを得るカードコーチング講座、コミ

ュニケーション能力を高めるカード共感ワーク講座。実際に体験を通じて学ぶ講座

を提供したことで、参加者同士のつながりも作れる講座となった。特に、継続して

いるマインドマップ講座は大変人気で、リピート参加者も増えてきている。 

どの講座も参加者の評価が高く、今後の開催も期待されている。 

アンケート結果 参加満足（とても・まあ）100% 

 

  

  

 

② 女性の社会参画推進事業 

事業名 ひとのばワークス 

実施概要 

(A)当該事業の実施日時 

(B)当該事業の実施場所 

(C)従事者の人数 

(A)2018 年 1 月より企画開始 3 月 WEBsite オープン 

(B)京都西院コミュニティースペースひとのば 

(C)3 名 

＊京都府女性活躍応援事業補助金活用 



成果 

(D)受益対象者の範囲 

(E)人数 

(D)京都市周辺在住の起業している、検討している男女 

(E)不特定 2018 年 6 月末サロン会員 1 名（正会員を除く） 

「ひとのばワークス」というお仕事サロンの企画及び設立を行った。事前調査とし

て、10 代～60 代の男女 239 名を対象に WEB アンケート調査も実施した。女性の起

業・副業・セカンドワークについて調査を行い、女性の起業には前向きな声がある

一方で、子育てへの影響、家庭への影響

を懸念する声が多くあることが分かっ

た。 

好きなことやスキルを活かして表現し

たい、貢献したいと思っているひとたち

の交流の場、スキルや場を提供する場と

してお仕事サロンをオープンし、WEB

サイトとパンフレットを制作した。 

  

 

事業名 JOY∞JOB シネマ 

実施概要 

(A)当該事業の実施日時 

(B)当該事業の実施場所 

(C)従事者の人数 

(A)2018 年 3 月より不定期開催 

(B)京都西院コミュニティースペースひとのば 

(C)4 名 

＊京都府女性活躍応援事業補助金一部活用 

成果 

(D)受益対象者の範囲 

(E)人数 

(D)京都市内を中心に関西近郊の男女 

(E)のべ 20 名 

コミュニティースペースひとのばを会場として、ドキュメンタリーや社会課題をテ

ーマとした映画を上映し、感想や気づきをシェアしあう上映対話会を開催した。地

域内に、集う場をつくること、映画を見て、自分自身のこれからに生かしてもらう

ことを目的とし、今後の定期的な開催を意

図しながらのプレ開催となった。上映会の

応援をしてもらうために、当法人としては

初めてのクラウドファンディングも実施し

た。プレ開催で、会場のセッティング方法

や認知も増え、今後の定期開催の基盤をつ

くることができた。 

 

   

 

③ 講師養成・派遣事業 

④ 教材作成・販売事業 

⑤ その他目的を達成するための諸事業 

当該事業年度は実施しなかった。 


